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黄櫨の会・自分史図書館だより 

〒８３３－００３２・ＴＥＬ０９４２・５３・８１２２ 
平成19年１月10日　筑後市野町４２８－８ 

これは世につたえておきたい 
　　　　　かたっておきたい 
わが胸の底から真実のおもい 
人生幾山河のめぐりあい 
あの日の風やひかり　そして空のひとひら 
哀歓のかがり火に生きた幾年月の路 
「自分史図書館」は　その証言館です。 

私の稀覯本ノート　その25 

○ 信濃デッサン館20年『窪島誠一郎』 
椎窓　猛  

　昨年晩秋、東京の友谷岡晃さんの
ガイドで、永年の希望であった窪島
誠一郎氏の「信濃デッサン館」「戦
没画学生慰霊美術館、無言館」を訪
ねることができた。 
　これらの美術館設立のいきさつに
ついては、窪島さんの著書によって
あらまし了解はしていたものの、実

地に足を運んで、その場に立ってみ
ると感慨新たなるものがあり、また
本を読み返せば、活字が妙に親しく
呼びかけてくる。 
　デッサン館の方は、夭折画家村山
槐多や関根正二、野田英夫らの遺作
が展示され、この後に無言館の設立
となっている。デッサン館企画に当
たって、窪島さんは、富士銀行融資
課に話を持ちこんだ。あまり相手に
してくれなかった課であったが支店
長のマユズミさんが熱心にきいてく

れた。このいきさつを読んでいると、
人生、世間の妙を感じる。単純なレ
ヂャー施設観光だけでは人はすぐに
飽きる。個性的な美術館の構想を語
っているうちに銀行支店長のマユズ
ミさんが協力者となる。場所は上田
市郊外の寺の住職さんが好条件で貸
してくれるー。おりから紅葉、落
葉舞いしきる好日、窪島氏の熱情も
しみて私らは二つの美術館を感慨深
く参観したのであった。 

再生紙使用 

新春御慶  
館長　椎窓　猛  

　自分史図書館だより“ｙａ”も２５
号、３年次を迎えます。年々、思い
がけない遠い町からの方々のご恵贈
も数多くなって、書棚にはその一冊
一冊が星のように輝き光っています。
それを見て私はいい知れぬ感銘に包
まれて参ります。生涯をかけて精魂
こもる一冊一冊であります。それ故
に自分史誌の聖地でありたいと念じ
ています。ことしもよろしくお願い
申しあげます。 
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つれづれの記 
句集緑の雨 
悲恋の女王久津媛 
たいしたものはありません 
福岡県の文学碑　古典編 
　　　〃　　　　近・現代編 
広瀬淡窓日記 
　　〃　　 （二） 
　　〃　　 （三） 
　　〃　　 （四） 
詩集晩鐘かすかに 
直腸切断 

受贈図書紹介 19 順次紹介していますが受贈日より多少遅れます。 
あしからずご了承下さい。 

久留米市 
大牟田市 
日 田 市  
吉 井 町  
小 郡 市  
小 郡 市  
長 崎 市  
〃 　  
〃 　  
〃 　  

太宰府市 
福 岡 市  

………………………  的場　恒孝 
…………………………  平木　谷水 

…………………  福本　英城 
………  島居　祐示 
…………  大石　　實 

……  大石　　實 
……………………  井上源吾訳註 

〃　　　 
〃　　　 
〃　　　 

…………………  秋山　喜文 
……………………………  寺田健一郎 

蔵書目録 ③ ができました　￥１６０ 送料込（郵便切手可） 

受贈図書紹介は今月休みます。 
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入館無料 

開館／ 
　午前９時～午後５時00分 

休館／ 
　日曜、土曜日、祝祭日、年末・年始、 
　その他休館することがあります。 
　予めご確認下さい。 

貸し出しはしておりません。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan

〒833-0032  筑後市野町423－8  
TEL・FAX 0942－53－8122 
西鉄バス野町停留所より徒歩5分 

蔵書目録 ④ ができます　￥１００ 〒８０（郵便切手可） 

受贈図書紹介は今月休みます。 

インターネットでもご覧になれます。 http://www.jibunshitosyokan
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○ 南溟の勇士に捧げるうた 
渡瀬和子 

 

　この航路　なき戦友のあ

　としのび　波のまなかに 

　香華ささげゆく 

　　　　　　　　安長好秋 

 

　この一冊は、比島、台湾

沖縄海域洋上慰霊祭に参加

された一団の追悼記を和歌

山の渡瀬和子さんが編集さ

れたものである。和子さん

はあとがきに「多く海底に

眠る英霊の尊さを今心に留

めておかなければー」と

の一心で出版を思いたたれ

たとある。北海道石狩から

福岡、とくに広川町が目立

ち、沖縄までの人名簿があ

り、慰霊団長は広川町の渡

辺守氏である。 

○ 昭ちゃん人生 
太田　毅 

 

　印刷会社社長中村昭治氏

の一代奮闘記を、教育心理

センター所長太田毅氏が描

かれた人生人物伝である。 

　まえがきに太田氏は、人

の一生は一場のドラマ、シ

ナリオはそれぞれ自分が書

き、主役を演じ、メガホン

も自分が握る。凡作か名作

か、自分の演技次第と述べ

られ、「昭ちゃん人生」三

本の柱を説かれている。

（１）我以外皆我師の吉川英

治の言葉、感化力、（２）文

化貢献は印刷の仕事でー、

（３）学歴よりも実績主義。

それから「金銭感覚」につい

てー。企業家のすぐれた

参考書でもある。 

○ 逞しき母 
西村須美子 

 

　著者は北九州小倉の人。

あとがきに書きはじめて８

年の歳月が過ぎたとまず述

べられ一冊の本にしたよろ

こびが綴られている。 

　ページをめくっているう

ちにこんなくだりが強く眼

をひきつけた。「希望や勇

気をふるいたたせる言葉、

人それぞれいろんな心の色

を持っている」と傲慢、自

己中心、人を悲しませ優越

感を持つ心、言葉、嫉妬と

不満の渦巻く嵐の心。穏や

かで豊かな心の色、欲望、

煩悩自分自身をかえりみ

て、思いやりをーと真摯

に自からを問いなおされな

がら逞しく生きた一人の母

の姿が描きだされている。 
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開館　午前９時～午後５時 

閲覧希望の方は予め電話で 

ご確認下さい。 
 
貸し出しはしておりません。 
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